




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　上記以外の四例（ 2）（ 4）（ 9）（10）に関しては、登場人物に対する訳者
の認識が反映された翻訳となっており、読者に特定の印象を与える可能性が高
いように思われる。もっとも翻訳は一種の創作であり、訳者の意図が意識的あ
るいは無意識的に反映されるのはやむを得ない。また翻訳であれ、古典原典で
あれ、読書とは非常に個人的な行為であり、同じ作品に触れても個々の印象や
感想が異なることも大いにありうる。しかし、そうであるからこそ、訳者の意
図が作品そのもの、あるいは登場人物の性格形成に如何なる影響を及ぼしてい
るかを明らかにすることは、これまでの翻訳作品を理解する上でも、また今後
さらに優れた翻訳を生み出す上でも不可欠な作業ではないかと思われる。
　尚、小論のテーマは前編と同じく、2019年度の東洋大学大学院の授業「中国
文学演習」で扱ったものである。同授業に参加した院生の皆さん（2019年当
時、東洋大学大学院文学研究科に在籍されていた楊若林さん、劉雨佳さん、鄭
丹さん、そして輔仁大学文学部大学院からの留学生の蔡佩吟さん）には、豊訳
と林訳の比較に関して様々な相違点を指摘してもらい、また中国語母語者とい
う立場から多くの有意義なご意見を頂戴した。ここに深く感謝の意を表する。
　また、森本幹雄先生には現代日本語訳に関する貴重な資料を多くご提供いた
だいた。この場を借りて心より深謝申し上げる。
注
（ 1）　小論で使用した訳本等は前編と同じく下記の通りである。
　原文：石田穣二・清水好子校注『源氏物語』第一巻（新潮日本古典集成新装版2016）。
　豊子愷訳本：『源氏物語』上巻（人民文学出版社2002）。
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　林文月訳本：『源氏物語』（一）（洪範書店2012）。
　与謝野訳本：『源氏物語』上巻（日本文学全集 1、河出書房新社1962）。
　谷崎訳本：『新々訳 源氏物語』第 1巻（中央公論社1964）。
（ 2）　胡潔「『源氏物語』と平安時代の婿取婚」『比較日本学教育研究部門研究年報』第14
巻、2018年 3月30日、11⊖12頁。
　本研究は JSPS科研費17K02465の助成を受けたものである。
 ―おおの　きみか・東洋大学法学部教授―
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